




その他のタイトル Functional analysis of the bone
differentiation from isolated mesenchymal stem





















び高い骨分化機能を有する MSCs の単離および同定を目的に本研究を行った。その結果、in 
vitro の環境下では歯根完成期において他時期由来の MSCs と比較して高い骨分化能を有して
いることが分かった。また、骨形成能において MSCs の特性を分けるマーカーと報告されてい
る CD349 の発現を指標として単離した CD349(+)MSCs は、in vivo 解析により骨分化能に優
れている細胞であることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to analyze the function of the bone 
differentiation for isolated mesenchymal stem cells (MSCs) from the apical pulp of human 
teeth. Function of bone differentiation was higher in the stage of completed root formation 
than other stages in vitro. The CD349 (+) MSCs which were isolated from CD349 marker 
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37℃、5% CO2条件下で培養を行う。培地は IMEM 
+ 10% FBS に L-glutamine (20 µg / mL)と









（３）骨分化能の検討（in vitro 分化法） 
 細胞を 4 well plate に plating し、コン
フルエントになった時点で IMDM + 1% FBS に
0.1mM デキサメサゾン、10 mM 
b-glycerol-2-phosphate、0.2mM アスコルビ
ン酸、50 ng/mL ヒト EGF を添加した分化培
地に変えて 28 日間培養する。Alizarin Red S
染色にてカルシウムの沈着を検出し、
Alizarin Red S の吸光度を測定し定量化する。 
 
（４）骨分化能の検討（マウス骨折モデル）      





る。28 日後に X 線撮影を行い骨の修復を解
析するとともに、大腿骨を Plank-Rychlo 液







 CD349 は Wnt シグナルの受容体の 1つ
Frizzled-9 として知られている。CD349        
は骨形成能、虚血改善能において MSCs の特
性を分けるマーカーと報告されている。        
歯冠完成期および歯根完成期 MSCs を CD349
発現の違いにより分離し、解析を行った。 
 細胞増殖能・骨分化能の異なる細胞より










 (1) 形成段階の違いによる歯髄由来 MSCsの
骨分化能比較 
 in vitro では、歯根形成期および歯根完成
期 MSCs は歯冠完成期 MSCs と比較し有意に高
い骨分化能を示した。骨折モデルマウスを用










完成期 MSCs は歯冠完成期 MSCs と比較して、
有意に骨分化した。 














（２）CD349 を用いた機能的な MSCs の分離お
よび解析 
 CD349 の発現を指標として単離した歯根完
成期 CD349 陽性 MSCs は、陰性 MSCs と比較し
骨分化能が高く、in vivo 解析において歯冠
完成期 CD349 陽性 MSCs は陰性 MSCs と比べ骨
形成能が高いことが明らかとなった。 
 組織所見では、歯冠完成期 CD349 陽性 MSCs
で軟骨細胞や骨芽細胞が観察され、歯根完成
期 CD349 陰性 MSCs で軟骨細胞、歯根完成期








MSCs は CD349 陰性 MSCs と比較して有意に骨
分化した。 
Alizarin Red S 染色; 480 nm，**：p<0.01，











CD349 陽性 MSCs は陰性 MSCs と比較して有意
に骨形成能が高かった。また、PBS 群との比
較では歯冠完成期、歯根完成期ともに CD349
陽性 MSCs の群で有意差が見られた。 












ていた。PDGFa の発現は歯冠完成期 MSCs と歯
根完成期 MSCs が歯根形成期 MSCs と比較して
有意に高かった。また、PDGFb も同様に歯冠
完成期 MSCs と歯根完成期 MSCs は歯根形成期
MSCs と比較して発現が有意に高かった。さら
に、歯根完成期 MSCs は歯冠完成期 MSCs と比
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